
香り成分の残存量に注目した
ヒノキ板材の新規乾燥方法の開発
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「香りを評価指標とするヒノキ材人工乾燥条件の検討（R元～R5）」
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精油写真

既存中温乾燥 新規中温低湿乾燥

乾燥所要時間(h) 98 48

乾燥コスト(円/㎥) 16717 9986

平均含水率(％) 7.2 7.86

表面割れ(㎟) 0 0

幅反り矢高(㎜) 1.78 1.45

縦反り矢高(㎜) -0.7 -2.4

材色L値 80.21 79.15

材色a値 5.71 6.19

材色b値 24.8 25.03

積算時間 乾球温度 湿球温度 積算時間 乾球温度 湿球温度

12 60 56 48 75 51

23 60 54

34 62 54

46 65 54

61 70 56

80 75 57

92 80 56

98 80 75

既存中温乾燥 新規中温低湿乾燥


